
別表１：評価項目及び評価基準
工事名： 遠賀川下流浄化センター主流入ゲート機械設備更新工事

分類 評価基準 配点

施工上配慮すべき事項 3.0

『施工時における安全対策について』 ～ -

3.0点

85点以上 1.5

81点以上85点未満 1.1

77点以上81点未満 0.8

65点以上77点未満 0.4

65点未満又は工事成績なし -

沈砂池流入ゲートの機械設備工事の実績がある 1.5

上記以外 -

ISO9001とISO14001の認証の両方を取得済み 0.6

ISO9001又はISO14001の認証を取得済み 0.3

認証を未取得 -

福岡県内に主たる営業所がある 0.8

福岡県内に主たる営業所がない -

加入している 0.6

5.0点 加入していない -

85点以上 0.8

81点以上85点未満 0.6

77点以上81点未満 0.4

65点以上77点未満又は公共工事の実績を有する 0.2

65点未満又は公共工事の実績なし -

沈砂池流入ゲートの機械設備工事の実績がある 0.8

沈砂池機械設備工事の実績がある 0.4

上記以外 -

10年以上 0.2

3年以上10年未満 0.1

3年未満 -

6年以上 0.2

3年以上6年未満 0.1

2.0点 3年未満 -

加算点合計

施工体制の評価 低入札価格調査基準比較価格以上で応札 1.0

1.0点 低入札価格調査基準比較価格未満で応札 -

合計 11.0点

建設業労働災害防止協会への加入の有無

施工実績【注３】

品質管理・環境マネジメントシステムの
取り組み状況

工事成績評定【注２】

（1.5点）

工事の確実かつ円滑な実施体制としての拠点 (0.8点)

（0.6点）

（0.6点）

簡易な施工計画
【注１】

【注４】平成22年度以降に竣工した福岡県発注の機械器具設置工事又は国土交通省九州地方整備局が発注した機械設備工事での工事成績
評定点を評価する。いずれも該当なき場合は、平成22年度以降に竣工した、請負金額1200万円以上の同種(機械器具設置)の公共工事（県内
市町村又は下水道事業団が発注した福岡県内での工事とする。）の実績を評価する。いずれの場合も現場代理人、監理技術者、監理技術者
補佐、主任技術者又は担当技術者として現場に従事した工事に限る。ただし、担当技術者の場合は、従事期間が工期又は監理技術者、監理
技術者補佐又は主任技術者の専任を要する期間の50%以上の工事に限るものとし、かつ１ランク下位の評価とする。

（0.8点）

同種工事（申請）の工事成績評定【注４】

【注２】令和2年度～令和6年度に竣工した福岡県発注の機械器具設置工事の工事成績評定（共同企業体の構成員としての評定点を含む。）の
平均値（加重平均）により評価する。ただし、前記において対象工事がない場合は、平成31年度～令和5年度に竣工した国土交通省九州地方
整備局が発注した機械設備工事を対象とする（加重平均）。

企業の技術力

10.0点

経験年数【注６】

配置予定技術者の
技術力

施工上配慮すべき事項の設定方法及び配慮方針が現
場条件等を踏まえて適切であり、工夫が見られるかど
うか。

評価項目

（3.0点）

施工実績【注５】

- ～

（1.5点）

（0.8点）

施工体制評価点【注7】

（0.2点）

監理技術者資格者証の保有期間 （0.2点）

【注１】有効な提案の数により評価する。評価は、１提案当たりの配点を固定化する絶対評価とする。

【注３】平成22年度以降に元請として、下水道法（昭和３３年法律第７９号）に基づく終末処理場又は汚水ポンプ場において、沈砂池機械設備を
含む工事（設置、改築に限る。）の施工実績（共同企業体による施工については、出資割合20％以上の工事に限る。）を有すること｡なお、建築
付帯機械設備工事を除く。

【注６】平成22年度以降竣工の機械器具設置工事に現場代理人、監理技術者、監理技術者補佐又は主任技術者として従事した通算年数(従事
した日数の合計を365で除したもの)とする。ただし、元請として請負金額は1200万円以上とする。

（1.0点）

【注7】入札時に、入札者が低入札価格調査基準比較価格以上で応札した場合に加点を行う。入札者が低入札価格調査基準比較価格未満で
応札した場合は加点しない。

【注５】平成22年度以降に元請として、下水道法（昭和３３年法律第７９号）に基づく終末処理場又は汚水ポンプ場において、沈砂池機械設備を
含む工事に現場代理人、監理技術者、監理技術者補佐又は主任技術者として現場に従事した実績とする。（設置、改築に限る。）なお、建築付
帯機械設備工事を除く。


